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画像などの 2 次元空間情報を 1 次元的に走査して時系列化して伝送するというような技術的



















現される。 dρ(t)jdt= ε (l -þ(t- T)jK)ゆ(t)ここで T は草地の回復時間(時間遅れ〉であり，
ε は増殖係数， K は飽和個体数である。
時は存在に自由を与えるものである。現在の情報が次の瞬間の情報を生み出して行く，自己
組織性あるいは自己増殖性が人工生命としてプログラム上で実現されている。(コンビュータ
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Vi(t+ 1) =fCL:,JîjVlt) -U) Ci=l......N) 
一定の時間経過を辿る知的プロセスのモデノレとして有効である。ニューロンは 2 値論理素子で
はなく，上記 Jij のようなニューロン i， j 聞の情報伝達効率にあたるものが介在する。
一方プログラミング言語の記述においても，時の論理が現れる o n=n+1 とし、ぅ代入文のよ
うに記憶素子への情報の出し入れの時間差が前提となるものや， if'"""-'then'"""-'else のように時系
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しようとする努力もなされている。 Allen の時相論理などがそれで，例えば Hold (p, T) と
いう記述は，性質 ρ は時間の区間 T で成立することを表現す?(時聞を区間の集合とみなす
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密度で水圧，T， ρ， p はそれぞれ水温，w はそれぞれ x， y, z 方向の流速，u , v, ここで、，
あり ， E， K は粘性および熱の拡散係数である。
流速および温度の時間徴分である。実際のこれらの式に含まれる「時」は流速そのものと，
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32.00 28.00 16. 日日 2日.00 24. 目。
LENGTH IX 3M) 
図 1 :ダム湖の流速シミュレーション。
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図 2 :ダム湖の流速シミュレーション。 10時間後の中間層〈上〕および断面(下〉の流速分布
























2 次元に配列された各格子点の分子が 6 ケの隣接分子に固まれ， 12ケの結合配位を確率的に









2)選んだ格子の現状分子配向 1 と別の乱数で求める配向 2 のそれぞれで周囲の分子との交











方向を辿るが上述のモンテカノレロステップ 500 回後，図 4 のような渦を発生し，渦同士 C+ 一

















Xh X~ ， Xa ， ム，……ぬの時系列データから
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いえるものであるがこの時系列データを 5 次元空間に埋め込み，次元解析を行うと図 7 の結果












みている。図 8 は太陽表面画像に 2 次元フーリェ変換を施し，得られる 2 次元パワースベクト
ルから異なる 2 つの空間周波数を取り出し，この情報を逆フーリェ解析にかけることによって
得られる 2 つの画像である。図の一辺は 14.5Mm で太陽直径の約1/96である。対流による
粒状斑(グラニュレーション〉が鮮明に現れている。この画像上の 1 ピクセルの輝度を動画の
各画像 (25分間に20シーン〉について求めて時開発展方向にプロットすると図 9 のようになる。
14.5 Mm 
図 8 ・ 太陽表面画像の 2 次元フーリェ変換から得られるパワースペクトルより選ばれた
2 つの水平振動数に対応する逆フーリェ変換像。斑は対流による粒状班
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